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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 11日 (2006.12.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 線 輪 を 有 し 、 前 記 線 輪 が 間 隔 を お い て 巻 か れ た 第 １ 巻 線 部 、 お よ び 前 記 線 輪 が 密
着 し て 巻 か れ た 第 ２ 巻 線 部 を 含 み 、 か つ 、 前 記 第 １ 巻 線 部 の 一 端 お よ び 第 ２ 巻 線 部 の 一 端
同 士 が 連 結 さ れ て 一 体 に 構 成 さ れ た コ イ ル バ ネ と 、
　 前 記 第 １ 巻 線 部 の に 接 続 さ れ た ブ ロ ッ ク と 、 前 記 第 ２ 巻 線 部 の に 接 続 さ れ
た 接 続 ケ ー ブ ル と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 巻 線 部 の 一 端 側 の 初 張 力 は 小 さ く 、 か つ 、 そ の 第 ２ 巻 線 部 の の 初 張 力 は
大 き く 、 前 記 第 ２ 巻 線 部 の 初 張 力 は 、 こ の 第 ２ 巻 線 部 の 一 端 側 か ら に か け て 次 第 に
大 き く 変 化 し て い る こ と を 特 徴 と す る 可 と う 性 ば ね 挿 入 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　

　
　

　
　

こ と を 特 徴 と す る 可 と う 性 ば ね 挿 入 体
。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
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線 輪 が 密 着 し て 巻 か れ た 第 １ 巻 線 部 、 前 記 線 輪 が 間 隔 を お い て 巻 か れ た 第 ２ 巻 線 部 、 お
よ び 前 記 線 輪 が 密 着 し て 巻 か れ た 第 ３ 巻 線 部 を 含 み 、 か つ 、 前 記 第 １ 巻 線 部 の 一 端 と 前 記
第 ２ 巻 線 部 の 一 端 が 連 結 さ れ 、 前 記 第 ２ 巻 線 部 の 他 端 と 前 記 第 ３ 巻 線 部 の 一 端 が 連 結 さ れ
て 一 体 に 構 成 さ れ た コ イ ル バ ネ と 、

前 記 第 １ 巻 線 部 の 他 端 に 接 続 さ れ る 第 １ ブ ロ ッ ク と 、
前 記 第 ３ 巻 線 部 の 他 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ ブ ロ ッ ク と 接 続 配 線 さ れ る 第 ２ ブ ロ ッ ク と

、
前 記 第 ２ ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る 接 続 ケ ー ブ ル と 、 を 備 え 、
前 記 第 ３ 巻 線 部 の 一 端 側 の 初 張 力 は 小 さ く 、 か つ 、 前 記 第 ３ 巻 線 部 の 初 張 力 は 、 前 記 一

端 側 か ら 他 端 側 に か け て 次 第 に 大 き く 変 化 し て い る

前 記 第 １ 巻 線 部 が 剛 性 で 、 前 記 第 ２ 巻 線 部 が 軟 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の 可 と う 性 ば ね 挿 入 体 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の に 係 る 可 と う 性 ば ね 挿 入 体 は 、 複 数 の 線 輪
を 有 し 、 前 記 線 輪 が 間 隔 を お い て 巻 か れ た 第 １ 巻 線 部 、 お よ び 前 記 線 輪 が 密 着 し て 巻 か れ
た 第 ２ 巻 線 部 を 含 み 、 か つ 、 前 記 第 １ 巻 線 部 の 一 端 お よ び 第 ２ 巻 線 部 の 一 端 同 士 が 連 結 さ
れ て 一 体 に 構 成 さ れ た コ イ ル バ ネ と 、 前 記 第 １ 巻 線 部 の 側 に 接 続 さ れ た ブ ロ ッ ク と 、
前 記 第 ２ 巻 線 部 の 側 に 接 続 さ れ た 接 続 ケ ー ブ ル と 、 を 備 え 、 前 記 第 ２ 巻 線 部 の 一 端 側
の 初 張 力 は 小 さ く 、 か つ 、 そ の 第 ２ 巻 線 部 の 側 の 初 張 力 は 大 き く 、 前 記 第 ２ 巻 線 部 の
初 張 力 は 、 こ の 第 ２ 巻 線 部 の 一 端 側 か ら 側 に か け て 次 第 に 大 き く 変 化 し て い る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 管 内 検 査 カ メ ラ は 、 ガ ス 管 や 上 水 管 等 の 管 内 部 の 検 査 に
使 用 さ れ る と と も に 、 本 体 と し て の カ メ ラ 本 体 １ お よ び こ の カ メ ラ 本 体 の 一 端 に 接 続 さ れ
た 接 続 ケ ー ブ ル ２ を 有 し て い る 。 カ メ ラ 本 体 １ は 、 第 １ ブ ロ ッ ク を 形 成 す る 第 １ 筐 体 １ ０
と 、 第 ２ ブ ロ ッ ク を 形 成 す る 第 ２ 筐 体 １ １ と 、 こ れ ら 第 １ 筐 体 お よ び 第 ２ 筐 体 に
よ り 介 在 し て い る と と も に 複 数 の 線 輪 を 有 し た コ イ ル バ ネ １ ２ と 、 を 含 み 、 こ れ ら は 直 線
状 に 接 続 配 列 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 １ 巻 線 部 １ ２ ａ の 初 張 力 は 任 意 で あ る 。 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ に お い て 、 第 ２ 巻 線
部 １ ２ ｂ に 連 結 さ れ る 第 ３ 巻 線 部 の 一 端 側 の 初 張 力 は 小 さ く 、 か つ 、 そ の 第 ３ 巻 線
部 の 側 の 初 張 力 は 大 き い 。 す な わ ち 、 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ の 側 の 初 張 力 は 、
そ の 第 ３ 巻 線 部 の 一 端 側 の 初 張 力 よ り も 大 き い 。 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ の 初 張 力 は 、 こ
の 第 ３ 巻 線 部 の 一 端 側 か ら 側 に か け て 次 第 に 大 き く 変 化 し て い る 。 こ の 実 施 の
形 態 に お い て 、 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ は 、 こ の 第 ３ 巻 線 部 の 一 端 側 か ら 側 に か け て
初 張 力 を 最 大 （ 約 １ ０ ０ ％ ） か ら 最 小 ま で 変 化 さ せ る こ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 コ イ ル バ ネ １ ２ は 、 第 １ 巻 線 部 １ ２ ａ お よ び 第 ２ 巻 線 部 １ ２ ｂ 、 並 び に 第 ２ 巻 線 部 １ ２
ｂ お よ び 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ の 一 端 同 士 が そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 一 体 に 構 成 さ れ て い る 。 こ こ
で 、 コ イ ル バ ネ １ ２ は 弾 性 体 で あ り 、 第 １ 巻 線 部 １ ２ ａ は 剛 性 、 第 ２ 巻 線 部 １ ２ ｂ は 軟 性
、 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ は 軟 性 か ら 次 第 に 剛 性 に 変 化 し た 性 質 を そ れ ぞ れ 有 し て い る 。 コ イ ル
バ ネ １ ２ 内 部 に は 、 図 示 し な い 接 続 配 線 が 挿 通 さ れ 、 こ の 接 続 配 線 に よ り 第 １ 筐 体 １ ０ お
よ び 第 ２ 筐 体 に 収 容 さ れ た 機 器 同 士 が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 接 続 ケ ー ブ ル ２ は 剛
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性 で あ る 。  
　 上 記 し た 管 内 検 査 カ メ ラ を 用 い て 管 内 を 検 査 す る 場 合 、 管 内 に カ メ ラ 本 体 １ を 挿 入 し た
後 、 接 続 ケ ー ブ ル ２ を 挿 入 、 或 は 取 り 出 す こ と で 検 査 を 行 な う 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 、 管 内 検 査 カ メ ラ に よ れ ば 、 コ イ ル バ ネ １ ２ の 第 ３ 巻 線 部 １ ２
ｃ の 初 張 力 は 、 第 ２ 巻 線 部 １ ２ ｂ に 連 結 さ れ る そ の 第 ３ 巻 線 部 の 一 端 側 か ら 側 に か け
て 次 第 に 大 き く 変 化 し て い る 。 こ れ よ り 、 コ イ ル バ ネ １ ２ の 第 ２ 巻 線 部 １ ２ ｂ お よ び 第 ３
巻 線 部 １ ２ ｃ の 弾 性 率 の 差 が 大 き く な る こ と は な い た め 、 曲 管 に お い て も カ メ ラ 本 体 １ の
前 進 動 作 を 円 滑 に 行 な う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ は 、 上 述 し た 線 輪 が 間 隔 を お い て 巻 か れ て い
る と と も に 、 次 第 に 密 着 し て 巻 か れ て 構 成 さ れ た 場 合 に 比 べ 、 そ の 弾 性 率 の 差 が 顕 著 で あ
る 。 す な わ ち 、 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ に お い て 、 そ の 一 端 側 の 軟 性 、 お よ び そ の 側 の 剛 性
の 差 が 顕 著 で あ る 。 例 え ば 、 接 続 ケ ー ブ ル ２ が 剛 性 で あ る 場 合 、 接 続 ケ ー ブ ル と の 弾 性 率
の 差 が 大 き く な る こ と が な い よ う 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ が 接 続 ケ ー ブ ル に 近 い 剛 性 で あ る 必 要
が あ る 。 こ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 第 ３ 巻 線 部 １ ２ ｃ の 弾 性 率 の 差 は 顕 著 で あ る た め 、
接 続 ケ ー ブ ル ２ と の 弾 性 率 の 差 が 大 き く な る こ と な く 、 か つ 、 曲 管 内 に お け る 前 進 動 作 を
円 滑 に 行 な う こ と が で き る よ う 第 ３ 巻 線 部 を 構 成 す る こ と が で き る 。

(3) JP 2005-172058 A5 2007.2.1

他 端

他 端

１ ２ ｃ


	header
	written-amendment

